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作者：神保 米雄 氏（グラフィックデザイナー／千葉県松戸市在住）
「OITA」と「UNIVERSITY」の頭文字「Ｏ」「Ｕ」をモチーフに、躍動感あふれる２つの円でデザインした新し

い大分大学の学章（シンボルマーク）です。
外側の円（青色）は、教育、福祉、医療、環境、産業経済、科学技術など新しい大分大学の研究・専攻分野が、
常に新しいものを目指し、止まることなく前進し続け、地域の発展、さらには国際社会の発展に貢献するグローバ
ルな様子を表現しています。
中央の円は、人々が集い学び、そして社会的、文化的な交流・活動の場所である大学キャンパスを表現しています。

「Ｏ」に使用している青色は、知性、誠実、探求心、自立心を表す色とされており、「Ｕ」の黄色は、希望、成長、
幸福を象徴する色とされています。
両大学の英知を結集し、新しい大学の未来が希望に溢れ、光り輝き、そして発展していくようにとの願いを込めて、
この２色を採用しました。
この学章は、旧大分大学と大分医科大学の統合 (2003（平成 15) 年 10 月）に合わせ、広く一般に公募して定
められたものです。

大分大学学章

旧大分大学学章

作者：堀江　豊 氏（広島県廿日市市在住）
大分と大学の「大」の文字を「人（学生）」に重ねて、
五つのラインで「実学」「人間性」「可能性」「国際性」「開
放性」を表すとともに、全体のフォルムで「優しさと
豊かさ」「可能性と幅広い視野」「地域社会と国際社会」
の無限の広がりをイメージしている。

大分の県花（県木）である豊後梅の花をモチー
フとし、その八重の花弁を DNA の二重らせん
にモディファイしてある。
この二重らせんはまた互いに巻く二匹の蛇、す
なわちギリシア神話における医神アスクレピウス
の杖を意味し、西洋医学の伝統を示す。
花の中心を Oita の O とし、University のＵは
聴診器をイメージした活字を選んだ。

旧大分医科大学学章



大分大学学歌

本学は、旧大分大学と大分医科大学との統合を機に新しい学歌を募集し、2006（平成18）年9月に作詞部門（入選
者：蛙屋 萬斎氏）、12月に作曲部門（入選者：道谷　増夫氏）の入選作品を決定し、2007（平成19）年1月に学歌を
制定しました。



旧大分大学学歌

作詞者／能　登　浜　吉（のと　はまよし）氏　　埼玉県所沢市在住

作曲者／久保田　栄　子（くぼた　えいこ）氏　　大分県大分市在住（1990年教育学部卒業） 
作詞者／能　登　浜　吉（のと　はまよし）氏　　埼玉県所沢市在住

作曲者／久保田　栄　子（くぼた　えいこ）氏　　大分県大分市在住（1990年教育学部卒業） 作詞者／能 登 浜 吉  氏　埼玉県所沢市在住

作曲者／久保田 栄子  氏　大分県大分市在住
　　　　　　　　　　　　 　   （1990(平成２)年教育学部卒業）



旦野原キャンパス（2024（令和6）年）

建設が進む旦野原キャンパス（1967（昭和42）年）

     　 旦 野 原 キ ャ ン パ ス



挾間キャンパス（2024（令和6）年）

建設が進む挾間キャンパス（1979（昭和54）年）

  挾 間 キ ャ ン パ ス 　 　



     　 王 子 キ ャ ン パ ス

王子キャンパス（2024（令和6）年）

附属中学校開校当時の学芸学部全景（1949（昭和24）年頃）



旧 大 分 大 学 歴 代 学 長

事 務 取 扱 　  日   下   　 恒
1949（昭和 24）年５月 31 日～
1949（昭和 24）年７月 14 日

２ 　 代 　  花 田   大 五 郎
1954（昭和 29）年１月 27 日～
1958（昭和 33）年１月 27 日

４ 　 代 　  後   藤   正   夫
1968（昭和 43）年１月 27 日～
1976（昭和 51）年１月 26 日

初 　 代 　  増   井   光   蔵
1949（昭和 24）年７月 14 日～
1954（昭和 29）年１月 27 日

3 　 代 　  草   場 　 　 勇
1958（昭和 33）年１月 27 日～
1968（昭和 43）年１月 26 日

5 　 代 　  中   村   末   男
1976（昭和 51）年１月 27 日～
1982（昭和 57）年１月 26 日



６ 　 代 　  釘   宮   保   雄
1982（昭和 57）年１月 27 日～
1986（昭和 61）年１月 26 日

８ 　 代 　  光   永   公   一
1990（平成２）年１月 27 日～
1994（平成６）年１月 26 日

1 0 　 代 　  内   藤   喜   之
2002（平成 14）年１月 27 日～
2003（平成 15）年９月 30 日

７ 　 代 　  志   賀   史   光
1986（昭和 61）年１月 27 日～
1990（平成２）年１月 26 日

9 　 代 　  野   村 　 　 新
1994（平成６）年１月 27 日～
2002（平成14）年１月 26 日



大 分 医 科 大 学 歴 代 学 長

初 　 代 　  中   塚   正   行
1976（昭和 51）年 10 月１日～
1982（昭和 57）年 ９月８日

3 　 代 　  糸   賀 　 　 敬
1986（昭和 61）年４月 １日～
1992（平成４）年３月 31 日

5 　 代 　  中   山 　 　 巖
1998（平成 10）年４月 １日～
2003（平成 15）年９月 30 日

２ 　 代 　  中   村   家   政
1982（昭和 57）年９月 ８日～
1986（昭和 61）年３月 31 日
　　　　　　　　　（事務取扱含む）

４ 　 代 　  髙 木   良 三 郎
1992（平成４）年４月 １日～
1998（平成10）年３月 31 日



初 　 代 　  中   山   　 巖
2003（平成15）年10月１日～
2005（平成17）年９月30日

２ 　 代 　  羽   野   　 忠
2005（平成17）年10月１日～
2011（平成23）年９月30日

3 　 代 　  北   野   正   剛
2011（平成23）年 10 月１日～

大 分 大 学 歴 代 学 長



　2024（令和６）年５月、大分大学は創立75
周年を迎えました。これまで本学を支えてくだ
さった皆様に、心から感謝申し上げます。
　この「大分大学75年史」では、2003（平成
15）年３月に発行した「大分大学50年史」中に
開学に至るまでの状況からの50年間が詳細に綴
られていることを踏まえ、主にその後の25年間
について綴ることとしております。
　この25年間の出来事を振り返ってみますと、
国立大学を取り巻く環境は大きく変化しまし
た。そのような中、本学にとって大きなインパ
クトがあった出来事は、大分大学と大分医科大
学の統合、新型コロナウイルス感染症への対応
があげられるのではないでしょうか。
　2003（平成15）年10月の大分大学と大分医
科大学の統合は、教育・研究の質の向上と大学
運営の効率化を目指して行われました。組織文
化の違いや物理的なキャンパス間の距離などの
課題もありましたが、両大学の統合なくして、
今日の大分大学の発展はありません。
　そして、今も記憶に新しい、2019（令和元）
年以降、世界的な流行をみせた新型コロナウイ
ルス感染症への対応では、キャンパスの姿が一
変したものの、オンライン授業の普及など新た
な学びの方法が生まれる契機ともなりました。
　その後も、社会環境の変化は目まぐるしいも
のがあり、少子高齢化の進行、グローバル人材
の育成や地域連携への対応など大学に対する社
会からの期待の高まりを感じています。
　私は、1993（平成５）年、縁あって大分医科
大学に着任し、2011（平成23）年10月に大分
大学の学長に就任しました。当時、大学の機能
強化が喫緊の課題となっており、大学改革は避
けて通れない状況となっておりました。私は、

医師として、1990（平成２）年に西日本初とな
る腹腔鏡による胆のう摘出に成功、1991（平
成３）年に世界初となる腹腔鏡による胃切除に
成功するなど、新たな道を切り拓いてきた経験
を活かし、就任以来、「改革なき大学に明日は
ない」の信念の下、今、本学は何をすべきか、
どうすることが最善かということを考え、本学
の改革に努めてまいりました。工学部の設置
（1972（昭和47）年）以来44年ぶりとなる福
祉健康科学部の新設（2016（平成28）年）を
はじめ、医学部における新たな学科として先進
医療科学科の設置（2023（令和５）年）、現代
の社会が必要としているDX人材の養成を目的
に理工学部にDX人材育成基盤プログラムを新
設（2024（令和６）年）するなど様々な改革を
行ってきました。
　また、本学が主導して東京大学、京都大学を
含む全国14大学（35大学：2024（令和６）年
５月現在）をまとめたアジア内視鏡人材育成支
援大学コンソーシアムなどを設立、厚生労働省
及び経済産業省の国際展開プログラムと連携の
下、アジアにおける内視鏡指導を通して、本学
の国際化に寄与してきました。
　大分における地（知）の拠点として、本学がも
つ特色や強みを活かしながら、イノベーションの
創出、地域・社会が求める人材養成の役割を果た
すとともに、グローバルな視点も備えながら、持
続可能な社会の核となる大学として、地域社会か
ら厚い信頼を得ることができるよう、これからも
歩みを止めることはありません。
　この先の100周年、またその先、本学がどの
ように変化し、どのような進化を遂げているの
か、是非、ご期待いただきたいと思います。

刊 行 に あ た っ て

大分大学長

北 野 正 剛



　大分大学の創立75周年を心からお慶び申し上
げます。
　北野学長をはじめ、長年にわたり大学の礎を
築かれ、発展に尽力されてきた歴代の関係者の
皆様に謹んで敬意を表します。また、県政推進
にご尽力いただいている皆様、そして多大なる
ご支援を賜っている卒業生の皆様に、深く感謝
申し上げます。
　大分大学は、昭和24年に新制大学として発足
し、平成15年に旧大分医科大学との合併を経
て、国立大学法人を設立されました。その後、
各学部の改組や設置、COC+推進機構の設置な
ど、時代の変化に対応しながら、人材育成と教
育の充実を図ってこられました。特に地域社会
の活性化に積極的に貢献され、数多くの優秀な
人材を輩出してきており、多くの卒業生たちが
教育、経済、医学、理工学、福祉など幅広い分
野で活躍し、本県のみならず日本全体の発展に
貢献いただいております。
　また、貴学には特に本県と様々な形で連携
し、県政推進においても重要な役割を果たして
いただいております。
　平成30年１月に設置された「減災・復興デザ
イン教育研究センター（CERD）」と本県は、
平成31年２月に災害対策に係る連携に関する
協定を締結しました。災害情報活用プラット
フォーム（EDiSON）をはじめとする様々な取
り組みを通じて、安全で安心な社会の構築のた
め、災害対応業務の高度化推進等を進めており
ます。
　また、令和３年10月に設置された「グロー
カル感染症研究センター」についても、令和５
年12月に本県と連携協力協定を締結し、新興感
染症発生時の迅速診断、流行予測のためのゲノ

ム解析等、新興・再興感染症の流行に備えた感
染症検査体制の整備について連携を進めてきた
ほか、令和６年１月に本県が策定した「グリー
ン・コンビナートおおいた推進構想」において
も、GX人材の確保・育成や地域のイノベーショ
ン創出といった重要な役割を担っていただいて
おります。
　さらに、令和６年９月に、県において新たな
長期総合計画「安心・元気・未来創造ビジョン
2024～新しいおおいたの共創～」を策定しまし
たが、策定にあたり北野学長に大分県新長期総合
計画策定県民会議の総合調整部会長に就任いただ
きました。北野学長には、県民や関係団体・企業
などからの多様な声や課題の一つひとつに向き
合って、計画のとりまとめにご尽力いただきまし
たことに、改めて感謝申し上げます。
　この新たな計画における県の主要施策の１つに
大学等との連携強化を位置付けています。大学等
が持つ教育機能や研究開発機能を生かして、大分
県の将来を支える人材の育成・定着と産業や地域
の発展に繋げたいと考えております。
　急速な社会変化の中で、本県が持続可能な発
展を遂げるためには、地域のイノベーションを
創出し、地域社会の課題解決に貢献できる人材
の育成が不可欠です。貴学には、本県における
人材育成や学術研究の「知の拠点」として、こ
れからも地域と共に歩む大学として更なる飛躍
を期待しています。
　結びに、貴学のますますのご発展と、多くの
関係者の皆様の更なるご活躍を心より祈念し、
お祝いの言葉といたします。

大分大学創立 75 周年にあたって

大分県知事

佐 藤　樹一郎



　大分大学の創立75周年を心からお祝い申し上
げます。
　貴大学におかれましては、昭和24年に新制
大学として発足し、平成15年の大分医科大学
との統合などを経ながら、地域社会のニーズに
応える人材育成を通じて、経済、産業、教育、
福祉、医療など、幅広い分野で多大な貢献をさ
れています。これは北野 正剛学長をはじめと
した歴代の役員・教職員の皆様が、長年にわた
り質の高い教育の提供に取り組まれた功績によ
るものと深く敬意を表します。大分の地（知）
の拠点である貴大学は、優秀な人材を輩出され
ており、教育学部では、地域の教員養成機能の
中心的な役割を担い、入学から卒業までの一貫
した指導体制等を通じて、質の高い教員を養成
されています。経済学部は、複雑化・多様化す
る社会課題に果敢に挑戦し、社会の中核を支え
る人材を育成されるなど、卒業生の多くが大分
を中心に全国で活躍されています。医学部は、
地域医療に貢献する人材の育成を使命として、
令和５年４月に「先進医療科学科」を新たに設
置されるなど、最新の学術を教育・研究し、高
度な専門知識と技術を備えた医師や看護師等を
養成され、本市の地域医療に大きな役割を果た
していただいております。理工学部は、防災・
減災分野など、地域や社会の課題解決に取り組
まれるとともに、令和６年４月に「DX人材育
成基盤プログラム」を設置されたほか、令和６
年度入試から「女子枠」を設けられるなど、地
域や社会のニーズに応じた人材育成を進められ
ています。福祉健康科学部は、福祉課題の解決
と福祉社会の実現をけん引できる専門職のリー
ダーを養成し、様々な困難を有する全世代の
方々を包括的に支援する人材を輩出され、豊か
な福祉社会の実現に貢献いただいております。
　こうした時代の要請に応えた改革や職員・学

生の一体となった努力により、医師や保健師、
看護師などの国家試験では全国平均を上回る高
い合格率を達成されるとともに、教育学部にお
ける教員就職率及び正規教員就職率は、４年連
続全国１位という素晴らしい成果を挙げておら
れます。
　さて、本市は16世紀後半に国際貿易都市と
して繁栄し、西洋の医学や天文学、音楽、演劇
をはじめとする南蛮文化がいち早く花開きまし
た。そのような中、1557年にポルトガルの青
年医師ルイス・デ・アルメイダが、豊後府内
（大分）に日本最初の西洋式病院を建て、洋式
外科手術を盛んに行ったことから、本市は「西
洋医術発祥の地」でもあります。この病院には
日本最初の医学校が併設され、若き日本人学生
が先進的な西洋医学を学びました。
　2025年はアルメイダ生誕500年です。現在も
なお、この精神は生き続けており、貴大学にお
かれましては、宇宙空間での活用等が期待され
る竹由来の「セルロースナノファイバー」の開
発や、胃がんの死亡率が高いブータンでの胃が
ん撲滅活動等による国際医療協力など、地域の
発展や国際社会への貢献につながっているもの
と考えております。
　今後も貴大学との連携をより一層深めなが
ら、すべての市民が身体的、精神的、そして社
会的にも満たされた「ウェルビーイング」な社
会、誰もが“幸せ”を実感できるまちOITAの実
現に向け、各種施策を推進してまいりますの
で、引き続きのご支援、ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。
　結びに、75周年を契機に、貴大学が今後ます
ます発展されますとともに、関係の皆様のご健
勝、ご多幸を心からご祈念申し上げます。

大分大学 75 周年にあたって

大分市長

足 立  信 也



　大分大学75周年をお慶び申し上げます。
　大学は「知の拠点」と言われますが、大分県
や県下の自治体にとっても研究教育は勿論、
様々な学外活動等でも頼りになる先生あるいは
パートナーとして助けて頂いています。その意
味で2003年大分大学と大分医科大学が統合して
総合大学機能が充実し、産学官連携が拡大した
のもよかったと思います。
　例えば、大分県と宮崎県には大学医学部があ
り、加えて血液・血管医療機器産業が集積して
います。これをベースにして、両県に産学官連
携して血液・血管医療の技術向上、機器開発、
人材育成等の集積地を創ろうと、東九州メディ
カルヴァレー構想が始動しました。
　工学部では、研究室の基礎研究を基にこれま
た産学官連携して次世代電磁力応用技術、即ち
画期的な強力かつ省電力モーターの開発が始ま
りました。
　近頃デジタル化が「知」の世界を揺さぶって
います。また地球温暖化がグローバルな不安要
因となっています。こんな時代ですから、大分
大学も「改革なきところ大学の未来はない」と
意を決して知の拠点の構造的な組替えに取り組
んでおられます。
　一つは先進医療科学科の新設です。新型コロ
ナ禍では、PCR検査技師が足りなくて困りまし
た。PCR検査では、検体からDNAを抽出・増
幅させたり、検査結果を読み取ることが必要で
すが、そんな技術を体系的に教える学科は医学
部には有りませんでした。現代医学では、ゲノ
ム、AI、ロボティクス、データサイエンス等
の分野を活用した診断法、治療法の開発が進ん
でおり、それに対応できる人材の育成が急務で
す。新設される学科ではこの分野の学際を超え
た総合的な教育が行われます。
　第二は理工学部の改革です。工学部は2017年

に理工学部に改組されたのですが、この分野も
日進月歩で進化しつつあり、対する社会のニー
ズも急速に変化しています。理工学部では柔軟
対応できるように１学科10プログラムに再編
しました。具体的なプログラムとしては、先ず
DX人材育成プログラムがあります。世は挙げ
てデジタル化が求められていますが、その最大
のネックが人材不足です。大分大学は、国の要
請も受けてこれに取り組むこととしています。
半導体製造も人手不足が大問題です。ここでも
大分大学は早速人材育成カリキュラムを構築し
て取り掛かっています。地域環境科学プログラ
ムも注目です。最近はGXに取り組む自治体も
増えており、そんなところの関心も高くなって
います。
　もう一つ。伝統の経済学部は長い間経済、経
営の学科体制できましたが、これでは急速かつ
複雑に動く今の経済は語れないと、１学科６
コースに再編されました。経済分析・政策や会
計のコースに加えて、社会イノベーション、生
活・仕事創造、地域経営・法等興味津々のコー
スが設けられています。この再編で学部志願者
が随分増えたと伺いましたが、こんなテーマな
ら経済界等で働く一般の方々も聴きたいでしょ
うから、出張講演のお呼びも絶えないのでは？
　人口減少が益々進み学生数が減ってくる
と、大学の統廃合や研究教育費の削減が論じ
られるかもしれません。しかし知の拠点はそ
んな時こそ一人ひとりの付加価値能力を高
め、全体としての競争力を増強し、GDPを維
持していくことが大事です。大分大学には、
これからも改革を忘れずに時代の要請をしっ
かり受け止めて未来に向かって存分に活躍し
て頂きたいと思います。

大分大学 75 周年にあたって

前大分県知事
大分大学名誉博士

広 瀬　勝 貞



　平成15年10月、大分大学と大分医科大学が統
合され、翌年４月からは国立大学法人大分大学
となります。国の大きな大学政策の中で、総合
大学としての新しい大分大学が生まれました。
　私は、平成18年４月に第２代の羽野忠学長に
お声をかけていただき、経営協議会の一員とし
て平成29年まで10年ほど大分大学の改革の歩
みを見てきました。国立大学法人法の制定に関
わったものとして良い機会をいただき、大分大
学を通して郷里に関わる仕事ができたことに感
謝しています。
　率直に言って、当時の大分大学の状況は法人
化の意義や課題、大学を取り巻く状況やこれか
らの大分大学に期待される役割、ましてや大学
経営に関する問題意識は極めて遅れているとし
か言えない状況でした。
　平成23年10月に北野学長が就任して以降、大
分大学の改革への機運が高まり、具体的な成果
が見えるようになりました。平成28年４月に、
教育福祉科学部を改組して福祉健康科学部と教
育学部を設置、29年には工学部の理工学部への
改組、経済学部の社会イノベーション学科の設
置と続きました。その後の経緯はこの75周年
記念誌で詳細に記録されていますが、令和３年
には大分大学初の全国共同利用研究施設として
グローカル感染症研究センターが設置され、そ
の後も医学部先進医療科学科の設置、理工学部
と経済学部の１学科制への改組等、学生の教育
ニーズや県民の期待に応える改革によって総合
大学としての体制が整備されてきました。
　このような大学の改革を推進するに当たり、
法人としての経営組織の一体化と強力なリー
ダーシップが不可欠でした。平成26年に、北野
学長のリーダーシップにより「大分大学のこれ
からの在り方検討懇談会」が設置されたことは
特筆されるべきでしょう。これにより大分大学

のガバナンス改革が着手され、懇談会の答申を
受けて学部長の選任と学長選考方法の改革が行
われました。私個人としては、経営協議会委員
の一人として参加した学長選考会議での審議が
強く思い出として残っています。
　学長選考方法の変更の最大のポイントは、教
職員による意向投票の廃止と任期について再任
の制限を撤廃したことです。意向投票について
は、多くの大学で行われているのになぜやめる
のか、学内意見の反映はどうするのかという意
見がありましたが、大分大学では学内の多様な
関係者からの推薦を得て選考委員会が決定する
というシンプルな方法をとったのです。再任の
制限を設けなかったのは、後の世代を制約する
ことなく、その時々の構成員が適任の学長を選
べばよいと考えたからです。
　現在、日本の社会は急激な人口減少に向かっ
ています。地方が持続可能な地域としての活力
を保持していくためには、自前の人材を育成
し、地域の雇用と産業を確保し、生活環境を維
持して行かなければなりません。地方では定員
の確保ができない大学もありますが、そのため
に大学が果たさなければならない役割と大学へ
の期待はますます大きくなります。
　大分大学がこれからも大分県に基盤を置く国
立大学として存在意義を持ち続けていくために
は、先ず何よりも県民に支持され、愛される大
学として発展していくことが不可欠です。その
ためには未来を見据えるとともに、原点に立ち
返って、例えば師範学校や高等商業学校の設立
の動機と歴史に鑑みることも大事なことではな
いでしょうか。大分県の人材養成の中核的な機
関として、大分大学が県内の高等教育機関の連
携を一層深め、活力ある大分県の発展のために
積極的にその役割を果たして行かれることを期
待します。

大分大学 75 周年に寄せて
～地方総合大学としての発展を願う～

元文部科学事務次官

御手洗　　康



　本学が1949年の創立から75周年を迎えられ
ましたことに心からお慶びを申し上げます。
1970年代前半、中学生だった私は大分大学王子
キャンパスの近くで暮らしました。当時はどの
学校も校舎や校庭に生徒が溢れ賑やかでした。
高度成長期にあった日本、私の記憶に残ってい
る懐かしいシーンのひとこまです。半世紀が経
ち世の中は一変しました。バブル崩壊後の日本
は、失われた30年と形容されるべく、人口減
少とデフレーションにより低成長時代に突入し
ました。最近はデフレ懸念こそ薄れてきました
が、コロナ禍を経て少子化に拍車がかかってい
ます。少子化は日本の産業・経済、文化・学芸
などあらゆる分野の繁栄と、地域間の均衡ある
発展に大きな影響を与えます。人新世という人
類の活動が地球環境に大きな影響を及ぼす時代
に入り、近年は経済的な豊かさだけではなく、
精神的な豊かさや幸福感など人類のウェルビー
イングが意識されるようになりました。人口減
少下でウェルビーイングを維持向上する、これ
は私たちに与えられた大きな課題です。課題解
決には相応のイノベーションが必要です。大学
を始めとする高等教育は多くのイノベーション
を生み出してきました。そしてそれがあらゆる
意味での“多様性”と深く関係しているのは歴史
が証明しています。地域における高等教育の意
義とアクセスという観点から、大学の研究と教
育に求められる役割はますます重要になってい
ます。
　大分大学は2004年に国立大学法人になりまし
た。その時に制定された大分大学憲章の前文に
は「大分の地がかつて異文化交流の国際的な先
進地で、大分大学はこの進取の伝統を受け継ぎ
更なる飛躍を期して、基本理念と目標を定め社
会的使命を果たそうと決意した」とあります。
ところがその後、運営費交付金の削減や基盤的

経費の高騰により、運営面で大変な努力を強い
られました。このような状況下で、本学が北野
学長のリーダーシップのもと「改革なき大学に
明日はない」とのスローガンを掲げ、学部改
組、大学院改組、研究組織等の設置、地域貢献
など、矢継ぎ早に機能強化に取り組んできたこ
とは特筆すべきことです。
　物的資源の乏しい日本が将来も持続的に成長
するためには、国民全体の知の総和の向上が不
可欠です。人口減少下の日本においてそれは
「一人当たりの知の総和の増加」を意味しま
す。学部生・大学院生の皆さんの多くはいずれ
キャンパスを離れ、社会に出て職業を持つこと
になります。しかし、地球温暖化、デジタル技
術やAIなどによって周りの環境がダイナミッ
クに変化する時代、自分のパーパスやキャリア
パスを達成するためには、継続的に高等教育に
接する機会が必要になるでしょう。その上で、
キャリアの多様化、地域のコミュニティ活動へ
の参画など、自らのコンピタンスを発揮する機
会を増やそうとすればなおさらです。それは一
人当たりの知の総和の増大にも貢献します。
まさに、本学の基本理念－豊かな創造性、社会
性、人間性を備えた人材が地域と国際社会の発
展に貢献し、人類福祉の向上と文化の創造に寄
与する－を実践する時代の到来です。
　私の父は1947年に大分経済専門学校に入学
し、在学中に大分大学経済学部になりました。
父は自伝の中で、同じ志の若者が集った上野ヶ
丘の学舎は戦中のような学年・年齢による上下
感はなく、切磋琢磨した人格者・教養者の集ま
りだったと記しています。75年を経た大分大学
が75年後の2100年に向けて、地域にも世界に
も大きく貢献するグローカルな大学として羽ば
たくことを祈念いたします。

羽ばたけ、グローカルに！

ANA ホールディングス（株）特別顧問

平 子　裕 志



　敗戦による戦後の混乱がまだ収束しきれてい
なかった昭和24（1949）年、大分市駄原の大
分師範学校・大分青年師範学校（現大分大学附
属小・中学校の地）、上野丘の大分経済専門学
校（現県立芸短大の地）が学制改革により、新
制大分大学学芸学部・経済学部として発足しま
した。追憶になりますが、昭和36（1961）年
駄原の学芸学部に入学、元陸軍歩兵第47連隊の
兵舎跡を使った貧しい環境の中で、宏博な知見
を求めて過ごした４年間は、今も脳裏を離れる
ことはありません。
　昭和41（1966）年学芸学部が教育学部へ名
称変更した３年後、昭和44（1969）年現在地
の旦野原に学芸・経済の両学部が統合移転して
母校の様態は一新。旦野原の地は青春の気に満
ちた新生の場になりました。その後工学部（現
理工学部）の設置、大分医科大学（現医学部）
の統合、また教育学部を改組して教育福祉科学
部、その後しばらくして福祉健康科学部の設置
により教育学部の旧称に戻るなど様々な変遷を
たどり、また平成16（2004）年の国立大学の
法人化によって、大学経営の新体制が開始され
ました。こうした歩みのそれぞれは、言うまで
もなく母校の伸長・発展の脈絡であり、国の教
育施策のなか社会の様々な変容を敏感に受け止
め、その要請を的確にくみ取りながら、地域社
会の課題解決に能動的に応えるべく、鋭意改革
を進めてきた足跡に他なりません。
　的確な時代感覚を持って産学官を結び、大分
の「地域の知的センター」として、地域はもと
より広範にその実力を発揮し成果を具現してき
たことは、衆人の認めるところかと思います。
言うまでもなく大学は地域社会と風馬牛である
はずはなく、一には知的な財産を生み出して社
会へ還元すること、二には社会をリードする有

能な人材を送り出すことにあると思います。
　75年に亘り数多の有能な人士を送り出してき
た母校ですが、５学部の現在、総勢約5,400名
に及ぶ若者が毎年春その懐を巣立ち、それぞれ
の学部において同窓の輪が拡大しています。５
学部１研究科の７同窓会をもって構成する「大
分大学同窓会連合会」は、「会員間の交流、連
携を推進し、卒業生等の交流・親睦を図り、母
校の発展に寄与する」ことを主たる目的にして
います。好学の志を抱いて学芸の探究にいそ
しみ、青春の熱情を湧き立たせた同窓同士、懐
かしい旧事を思い起こしながら、寛闊な度量を
もって母校への協力・支援に向かいたく、75周
年を機会に心から願うところです。
　「多きをもって一となす」と言う謂がありま
すが、豊友会(１万1,300人)・四極会(１万1,543
人)・玉樹会(4,216人)・桜樹会(1,912人)・翔工
会(１万5,300人)・福蓮会(500人)・九峰会(120人)
【人数は令和６（2024）年８月１日時点】は、
まさに一体となって母校を支える連合体です。
出身学部等は異なりますが、これを機にそれぞ
れが各種・各様の形で母校に思いを馳せていた
だきますよう、最後になりましたが母校が地域
はもとより、内外に向けての「知の一大セン
ター」としてさらに飛翔することを、心より祈
念しながら祝詞といたします。

大分大学 75 周年を祝って

第２代 大分大学同窓会連合会会長

秦　政 博
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ものである。

２．記述は、大分大学50年史以降の1999（平成11）年５月から75周年に当たる2024（令和６）年５月までを中心に記載してい
る。50年史までの歴史については、簡潔にまとめて記載している。

３．学部長、センター長等の挨拶文については、2024（令和６）年５月１日現在の長としている。
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